
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 新年にあたって ～干支は乙巳
きのとみ

。 これからの成長をさらに安定したものへと育てていく年に～  

新年、おめでとうございます。保護者の皆様、地域の皆様におかれましては、お健やかに新春をお迎え

のこととお喜び申し上げます。旧年中は､様々な面で本校の教育活動にご理解・ご協力を賜り、深く感謝

を申し上げます。引き続き保護者・地域の皆様と共に、生徒一人ひとりが安全・安心に過ごせるよう、教育

活動をすすめてまいります。本年も変わらぬご支援を賜りますよう、よろしくお願いいたします。  

さて、新年にあたり、生徒のみなさんには自らの発展や活躍を願って、新たに目標を立てた人も多いこと

でしょう。新たなステージでの飛躍には、常にその準備は欠かせません。とりわけ新年度までの３か月が、

まさにその助走期間といえます。3年生は、進路決定をするだけでなく進路先で自らがしっかり活躍できる

ように準備をすること、2年生は最高学年として学校を先導する力を身につけること、1年生は4月に入学

する新入生のモデルとなる力をつけることがそれぞれの直近の目標となります。それらに向け行動計画を

立てて意志を持って実行し、しっかりと力を蓄える期間としてください。  
 

 

☆学校教育自己診断の集計速報 ～PDCAサイクルによる教育活動の推進～  
過日、保護者の皆様には、学校教育自己診断アンケートにご協力をいただき、ありがとうございました。

アンケートは、生徒は２８項目、保護者は２０項目にも及びましたが、今回は「学校生活について」と「授業

について」を抽出し、それらの二者（生徒・保護者）の結果と比較分析の概要をお知らせいたします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「学校生活について」の評価は、生徒も保護者も肯定的回答の割合（「よくあてはまる」と「まああてはま

る」の合計）が高く、学校生活への満足度が高いことは喜ばしいことである反面、いずれとも１割強が否

定的に回答していることは、看過できません。一方、「授業について」は、肯定的回答はいずれも高い数値

ではありますが、「学校生活の満足度」と比べると「よくあてはまる」とする強い回答の割合が生徒・保護

者とも低くなっています。学校生活の大半を過ごす授業を、よりわかりやすくすることが、学校生活の充実

につながることは想像に難くありません。また、今以上に家庭で授業や学習に関することが話題になれ

ば、保護者の強い肯定の割合はもっと高くなるだろうと期待できます。現在、校内の委員会を中心に詳細

の分析をおこなっており、分析結果は今年度の学校評価に活用するとともに、次年度の学校運営の参考

とさせていただきます。 （後日、全項目の結果と詳細に分析を行ったものを、ホームページに掲載する予

定です。その際は、改めてご案内します。） 

              令和７年１月７日（火） 
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授業はわかりやすい。（生徒）

先生はわかりやすい授業づくりに

努力している。（保護者）

授業について

よくあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない 全くあてはまらない
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学校に行くのが楽しい。（生徒）

子どもは、楽しく学校に行ってい

る。（保護者）

学校生活について

よくあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない 全くあてはまらない


